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1. はじめに 

 昨今日本を取り巻き激甚化する気象条件のなか、NEXCO

中日本では「高速道路における安全・安心実施計画」とし

て「雪氷作業」（積雪・凍結の防止、除雪等）をはじめと

して冬季においてもお客様に安心して走行していただける

安全な高速道路空間の実現に向けて取り組んできた。この

雪氷作業は、大きく3つのフェーズで行われている。まず、

高速道路に設置した気象観測局や定点カメラ、雪氷巡回な

どによる、気象情報や高速道路の積雪、路面状況などの

“情報収集”が行われる。次に、集められた情報を基に各

事務所に設置された雪氷対策の司令塔である雪氷対策本部

が“判断“し具体的な作業計画が立てられる。 

そして、雪氷基地では“指示”された作業計画に基づい

て除雪や凍結防止剤散布などの“除雪作業”がおこなわれ

る（図１参照）。冬季における安心安全な高速道路空間の

実現には、気象条件や路面状態に合わせた情報収集のリア

ルタイム性の向上や経験や知見をもとに適切な計画をすば

やく導き出す能力の向上が必要である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 雪氷作業の実施フロー 

（出典：「NEXCO中日本」HP） 

しかしながら、少子高齢化による労働力不足や熟練者の

減少を背景に、人手不足が叫ばれており1)、将来的には除

雪作業のフローを適切に実施するための人員体制構築がか

なわなくなることが考えられる。したがって、業務の効率

化による必要人員の削減に取り組んでいかなければならな

い。また、運転支援機能の導入車両が増加する中、道路空

間の管理水準も上昇することが予想されている。よって、

従来以上の情報収集、判断・指示、現地作業といった雪氷

作業を包括した業務効率化が求められている。本論文では、

雪氷作業の効率化および高度化に向けた取り組みの一つで

ある新世代型VPIS(Vehicle position information system)

の開発について紹介する。 

 

2. 次世代VPIS開発 

2.1 概要 

これまで現場に長く従事いただいている熟練作業員の

経験や知見に基づくシステムや判断スキームを構築してい

くことで、業務の省力化のみならず、将来的な自動化にも

寄与していくことが期待できる。また、車両に搭載した赤

外線センサーを用いて取得したデータ等（「摩擦係数」、

「路温」、「気温」、「湿度」、「露点温度」、「膜厚

(水・雪・氷)」、「路面状態(乾燥、湿潤、濡れ、雪、氷、

ｼｬｰﾍﾞｯﾄ)」）と連携を図ることで更なる雪氷作業の効率化

も期待できる。本章ではこれらの具体的な取り組みを紹介

する。 

 

2.2 操作装置の統合 

雪氷作業に用いられる車両は大型車をベースとしたも

のも多く、安全確認を行う際に広範囲をカバーする必要が

あることから運転行為そのものの負担が非常に大きい。 

また、車種やメーカー、年代によって架装装置が変化

しており操作装置のボタン配置やモニタ位置などにばらつ

きが生じてしまう。このため、運転者は車両ごとに操作方

法を習得する必要があり、更なる負担の増加に繋がる危険

性があると共に経験によって作業の出来栄えに差が生じる

恐れも危惧される。 

そこで、作業車両種別ごとでの操作性の統一や負担軽

減を目的とした共通操作装置の開発に取り組んでいる。当

該装置では従来のandroid端末ではなくシングルボードコ

ンピュータを搭載することで、車両標識やプラウ、湿塩散

布装置等の操作機の機能を取り込み、付属のジョイスティ

ック操作機のみで全ての機器の操作が可能となる（図２参

照）。これにより、さまざまな機器のレバー操作が削減さ

れ操作性が向上すると共に、今後メーカー毎の機器が減少

することによる視認性の向上が可能となる。 

また、シングルボードコンピュータはandroid端末と比

べ拡張性が高く、将来的に様々な機能を追加することが可



能となっている。 

 

更に、通常時の端末に表示する情報は普段の操作に必要

なコンテンツのみとし、個別の作業で使用する設定などと

いったものは別のレイヤとすることで、ユーザーが必要な

時に必要な情報のみが表示されるシンプルな画面構成とす

ることができる（図３参照。）。 

 

操作装置の統合に伴う安全性の確保といった側面では機

器の信号は標準操作機から分岐し、操作信号を送っている

ため、どちらかの操作装置が故障した場合でも他方の操作

装置を使用でき、冗長性も確保した仕様となっている。 

また当該装置では車両とは独立して装置のソフト更新を

行えることから、各地域においてベストな操作画面の構築

も容易に行うことができる。 

 

2.3 GNSSを用いた作業員ガイダンスシステム 

除雪機械などの操作を伴う雪氷作業においては、各作業

箇所における道路構造や気象条件などの多種多様な情報を

把握し作業を行う必要がある。現在の除雪作業員において

は、これらの経験や知見を有する熟練作業員が一定数存在

するが全体としては減少傾向にある。将来的には、経験や

知見を持つ熟練作業員の更なる減少が懸念されていること

もあり若手作業員への一層の作業支援や情報提供が必要と

なっている。また、熟練作業員においても昨今の大雪によ

る応援派遣時には慣れ親しまない土地での作業が求められ

ることから、作業を行う上で必要な情報をわかりやすく提

供することで、負担軽減や作業の効率化が期待できる。 

そこで、前項で紹介した「作業装置操作・監視」用の

タブレット端末を併用した作業員への情報共有ツールとし

て、GNSS（グローバル・ナビゲーション・サテライト・シ

ステム）を用いた作業員ガイダンスシステムを開発した。 

GNSSは複数の衛星測位システムを活用することで誤差数メ

ートル単位での位置管理が可能なシステムであり、これら

のシステムと中日本ハイウェイ・エンジニアリング名古屋

㈱において自社開発・販売を行ってきたVPISにて培ったノ

ウハウをもとに、高精度で取得された車両位置に応じた適

切な情報配信を行うシステムとなる。 

現在は、投雪禁止区域情報の提供などを今年度の雪氷

期を目途に試行予定である。 

 

3. まとめと今後の展望 

 本報文では、雪氷車両作業員の省力化や雪氷作業の効率

化へ向けた道路作業車用多機能操作端末の開発について紹

介した。引き続き、降雪時における雪氷作業時の運用デー

タを蓄積しフィードバックすることでシステムの性能向上

を図っていく。 

 また、操作機の統合により各装置の動きを1ヶ所で記録

することが可能となるため、直接的な雪氷作業だけでなく、

業務日報や稼働報告の作成といった場面においても大幅な

効率化が今後見込まれる。 

加えて、前述したシングルボードコンピュータ・高精

度GNSS、操作機の統合により将来的に装置の自動制御を行

う際の基礎環境を整えることができたため、今後、様々な

実証実験を行い、順次機能追加について検討を進めていく。 

 NEXCO中日本における雪氷作業は、お客様の安心で安全

な通行を確保する上で重要なテーマであるといえる。今後

も既存システムの改善と新技術の導入を通して、業務の効

率化や現場の課題解決を図ることで、高速道路の安全・安

心・快適性の向上に寄与していく。  
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図２ 装置設置の様子 

 
図３ VPIS 画面 
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